
改めて求められる人の連携

ＰＬＵＳ．１

大島　友延氏

ｏｐｅｎＢＩＭ対応が時代開く

タイワ

近藤　健司氏

オープンなデータへのアプローチ
Ｃａｔｅｎｄａ
Ｊａｐａｎ　　　　　

ホーバル　ベル氏

カスタマイズ強みに伴走支援

キャパ

小林　茂生氏

管理や安全、効率化に期待

千代田測器

平野　啓太郎氏

最新ＢＩＭ手法の利点を産業施設へ

Ｈｅｘａｇｏｎ

山内　重樹氏

「図面＋ＩＦＣ整合」の運用進む

ベクターワークス

木村　謙氏

積算連携には図面情報取込が不可欠

日積サーベイ

清水　達広氏

企業から業界レベルの標準化へ
グラフィソフト
ジャパン　　　
トロム　　ペーテル氏

ＩＦＣデータ統合の業務プロセスへ

グローバルＢＩＭ

矢嶋　和美氏

ゼネコンとファブつなぐ架け橋に

日本ファブテック

播磨　裕敏氏

上流システムとデータ共有へ

ミルトス

妹尾　陽三氏

鉄筋・雑鉄筋の３Ｄモデル自動作成

Ｕ’ｓ　Ｆａｃｔｏｒｙ

上嶋　泰史氏

工場でＢＩＭが活躍する時代

ファーストクルー

高橋　伸明氏

次につながるＢＩＭを目指して

ダイスネクスト

石川　達也氏

ＢＩＭ本格普及への過渡期

ダイテック

山田　修平氏

コミュニケーション活用を後押し
福井コンピュータ
アーキテクト　　
澤田　顕徳氏

ワンモデルが施工の問題点を解消する

Ｒｉｔａｘ

安藤　浩二氏

ＢＩＭの新時代とは

（２９） （第三種郵便物認可）２０２５年（令和７年）５月２９日　（木曜日） 【企　画】

　設計と施工、建築と構造、設備な
ど、各々のルールで運用しているが、
その最大の課題が企業間、部署間、
分野間の連携である。Revitで言え
ば、テンプレートやファミリ、パラ
メータ、マテリアルが各々で整備さ
れ、いざ連携しようとすると、ＢＩ
Ｍ人材の不足と膨大な調整の壁に当
たる。いわゆる部分最適化はされつ
つあるが全体最適ができていなく、
結果として業務全体の効率がさほど
改善されていないという結果になっ
てしまう。情報連携をもっと合理化、
省人化するためには、部署を越えて

協創し、標準化
していくことが
求められる。今
までの図面の在り方や業務フローに
とらわれず、既存のルールを一度分
解し、皆で再構築していく必要があ
る。ＢＩＭの時代、実は人の連携こ
そが改めて求められている。

（代表取締役副社長）

　鉄骨ＢＩＭの分野ではモデル作成
においてファブリケーターと鉄骨Ｃ
ＡＤベンダー各社が果たす役割は大
きい。しかし情報共有が一方向であ
るがゆえにＢＩＭデータの活用が進
まずファブリケーターがその恩恵を
受けることは少ない。元請けと同じ
ツールを導入して活用しようという
動きもあるが、単一ツールに統一す
ることには将来ベンダーロックイン
に陥る危険性がある。当社では国内
ベンダー各社と密接に連携しつつＩ
ＦＣを通じた海外製ツールとの連携
も整備しファブリケーターがＢＩＭ

データを活用で
きる仕組みづく
りを行ってい
る。その先には日本のＢＩＭツール
が国際競争力を持ってｏｐｅｎＢＩ
Ｍに参画するＢＩＭの新時代がひら
けているはずだ。

（代表取締役）

　ＢＩＭ確認申請のように、ＢＩＭ
のコミュニケーションにはオープン
標準に基づくデータ活用が今後不可
欠である。このオープン標準に基づ
いて構築されたｏｐｅｎＢＩＭの共
通データ環境が、建物が存在する限
り、ユーザーは自身のデータに完全
にアクセスし、管理できる環境を実
現する。またオープンなＢＩＭアプ
ローチは、お客様が現在そして将来
にわたってデータを最大限に活用す
るための最も効果的な道であり、効
率的な建築プロセスと持続的なデー
タ活用を促進すると確信している。

さらに人工知能
の可能性を最大
限に引き出す上
でも極めて重要だ。データへの建設
的なアクセスこそが、業界を牽引す
る鍵となるだろう。

（最高戦略責任者）

　ＢＩＭが「当たり前」になった業
界とそうでいない業界が出ている。
従来のＢＩＭは、建築・構造分野で
先導されてきた。今現在、課題に直
面しているのは設備分野ではないだ
ろうか。
　一般化され集合知が蓄積されてき
た建築・構造分野のＢＩＭに対し、
配電や配管、建材メーカーなど、そ
れぞれに異なる専門分野を持ったお
客様へのご導入は一筋縄ではいかな
い部分も多い。
　一方で、実際に導入の支援を行う
中で、上記のようなお客様であって

も、業務フロー
に上手く当ては
めることができ
れば、大きな業務改善につながると
実感している。
　今後も、お客様個々の二ーズに対
応できるカスタマイズ開発会社の強
みを生かした伴走支援を続けていき
たい。

（営業部部長）

　ＢＩＭデータの活用法として、ま
ず挙げられるのがデジタルツインと
の連携である。当社では３Ｄモデル
に加えて、点群データや測量機を活
用したリアルタイムな計測データを
統合する事で、施工フェーズでもＢ
ＩＭデータが活用できるシステムを
取り扱っている。
　また、ＢＩＭモデルに工事のスケ
ジュール（工程表）を連携させるこ
とで、時間軸（４Ｄ）での施工シミ
ュレーションも可能になる。
　工事の手順やクレーン・重機の配
置、資材の搬入タイミングなどを視

覚的に把握で
き、ミスや手戻
りの削減にも活
用できる。
　この様な活用法が一般化してくれ
ば、管理や安全、作業効率化にもつ
ながるので導入現場が増える事に期
待したい。

（代表取締役）

　一般的なＢＩＭは商業施設の建設
に広く活用されているが、プロセス
設計が複雑で規模も大きい産業施設
・プラントには、そのまま適用する
のが難しい。このギャップを埋める
のが「産業ＢＩＭ」である。
　従来のＢＩＭの目的である「３次
元形状に、部屋などの空間や名称・
面積、材料の仕様や性能等の属性情
報を付加し、判りやすく見える化し、
関係者のコミュニケーションを向
上、施設のライフサイクルを通じて
情報の利用、ＩｏＴとの連携が可能
な建設をサポートする」方法論を、

産業施設の建設
において実現す
るものだ。設計
・建設から、設備の運転効率や保全
の安全性・品質まで、資産ライフサ
イクルを通じた恩恵を受けることが
できる。
（Asset Lifecycle Intelligence divisio
n インダストリーコンサルタント）

　ＢＩＭの新時代は、年春に始
動するＢＩＭ図面審査で「図面＋Ｉ
ＦＣ整合」の運用が進むと幕を開け
る。
　ＡＩとクラウドを取り込んだオー
サリングツールは、設計意図をプレ
ゼンから確認審査まで一気通貫で可
視化した。
　中小事務所を悩ませてきた導入コ
ストも、サブスク併売と価格改定で
急速に低減する。
　ＩＦＣが審査プロセスに定着すれ
ば、設計・審査・運用がリアルタイ
ムで連動するデータ駆動型ワークフ

ローが加速し、
建築業界は真の
ＤＸフェーズへ
突入する。

（取締役）

　弊社は積算事務所であるが、ＢＩ
Ｍ連携積算で注意すべき点として
は、ＢＩＭ属性情報と実施設計図と
整合性が取れているかがポイントで
ある。
　積算実務者はＢＩＭ連携により積
算システムに取り込まれた属性情報
と実施設計図の確認が重要であり、
さらにＢＩＭに入っていない積算情
報を積算システム内で付加する必要
がある。ＢＩＭ属性情報が最新でな
い状態であると、積算業務がＢＩＭ
連携で効率化ができたとしても、整
合性を確認する作業が多くなり積算

効率化に繋がら
ない可能性があ
る。
　今後、積算連携効率を上げていく
ためにはＢＩＭ属性情報にない２次
元図面情報（ＰＤＦなど）を効率よ
く取り込むツールが必要となる。

（代表取締役）

　ＢＩＭは建築生産の効率化と品質
を高めるためのパワフルな手法であ
り、その本来の力を発揮するには標
準化が欠かせない。標準化にはいく
つものレベルがあり、企業内部のテ
ンプレートなどの統一化から、複数
企業がＢＩＭで連携するためのルー
ル化、そして最終的には業界全体で
のＢＩＭ活用の標準化がある。日本
のＢＩＭは企業からのボトムアップ
で進んでおり、これまでは標準化も
主に企業独自で行われていたが、ト
ップダウンでのガイドラインや確認
申請でのＢＩＭ活用が推奨されるな

か、着実に業界
レベルの標準化
へ向かってい
る。
　日本の建設業界は巨大かつ複雑で
あり、標準化は容易ではないが、先
を行く国々を参考にしつつも、日本
に最適な方法を見つけるのが鍵だと
思う。

（代表取締役社長）

　「ＢＩＭ」は設計から維持管理ま
でのライフサイクル全体において、
建物の３次元モデルと属性情報を一
元化し生産性向上を図る手法と認識
されていたが、今後は旧来の概念か
ら脱却し、全てのデータがＩＦＣに
統合されることが求められ、これに
加え、ＩＤＳやｂＳＤＤを連携させ、
より効率的で自動化された業務プロ
セスが実現される。
　来春から始まる建築確認申請のＢ
ＩＭ図面審査では、この新しい方向
性が重要で、ＢＩＭデータの標準化
と統合に基づいて構築されるた

め、Catenda Hu
bなどのopenBI
M CDEで関係
者が情報共有する環境が必要で、Ａ
Ｉなどの先端技術と融合することで
効率化が進み、ＢＩＭは新たな時代
へと進化し、建設業界の未来を切り
拓く鍵となるであろう。

（代表取締役社長）

　国土交通省が年以降に新築建
築物のほぼすべてでＢＩＭデータを
活用した確認申請を行う意向を発表
した。鉄骨３次元ＣＡＤメーカーの
当社はＢＩＭ図面審査を早い段階よ
り積極的に参画し、試行を重ねてき
た。近年では図面審査から一段階進
んだＢＩＭデータ審査にも取り組
み、図面ではなくモデルを主とした
審査への試行を重ねている。データ
審査が普及することで、ファブは時
間の要する図面を整える作業が軽減
する。
　これまでにファブはＢＩＭ対応で

得られる恩恵は
希薄であった
が、データ審査
が普及したＢＩＭ新時代ではＷＩＮ
ＷＩＮの関係を構築できるのではな
いだろうか。上流（ゼネコン）と下
流（ファブ）をつなぐ架け橋として
ＫＡＰシステムは、さらなる発展を
目指したい。
（ＫＡＰ・ＥＧリング事業部長）

　昨今ＢＩＭを実現するため、各企
業がさまざまな環境を構築、着実に
進化している。さらなる運用を進め
るため、現場主導で３Ｄデータ取得、
運用が必要であり、現場で一定の運
用後、上流システムとデータ共有す
る必要がある。
　ミルトスは、現場主導でＢＩＭに
必要なデータ作成を可能にするコン
セプト「Easy to Use（誰でも・手
軽に・安価に利用）」の下、現場が
特にハイエンド専用機材の準備、操
作知識を習得することなく簡単操作
で３Ｄ点群取得・３Ｄモデル化、他

拠点ＸＲ（クロ
スリアリティ）
運用、モデル作
業効率化ツールなどを提供すること
でＢＩＭ促進実現に寄与したい。
　過去、製造業で３Ｄによる生産改
革で効果を得たよう、ＢＩＭ有効活
用実現で生産改革・業務効率改善さ
れることを期待する。

（代表取締役社長）

　長年の研究開発と、多くのゼネコ
ンへの実務展開によって、建築工事
費の３割強を占める躯体工事費の算
出方法は、ＢＩＭで算出可能な技術
を確立した。土工事・コンクリート
・型枠・鉄筋・鉄骨において、「Ａ
Ｉ」を活用し、入力作業の効率化を
図るだけでなく、ＢＩＭモデルでコ
ンクリート施工図を自動化し、鉄筋
・雑鉄筋の３Ｄモデル自動作成を行
う。
　鉄骨関連や鉄筋の定着・接手など
の調整後に配筋加工図や重量加工明
細を作成、型枠製作図（展開図）の

自動作成を行う
ことで協力会社
がＢＩＭを利用
している。
　外部、内部の仕上げやＬＧＳボー
ドのＢＩＭ化と、内装部材発注帳票
自動作成によって内装工事協力会社
も活用中。改善を重ね全国の実務者
に展開し、建設業界を変える。

（代表取締役）

　鉄骨業界では、ゼネコンとの製品
承認は２Ｄから脱却をできない中で
ＢＩＭデータの活用方法が少ないこ
とが課題となっている。２Ｄ製作と
３Ｄ製作ではソフトウェアもオペレ
ーションも違うため同時製作が困難
だ。そうなると実務と直結する２Ｄ
製作が優先されることでＢＩＭの取
り組みが遅れていた。しかし、近年
では３Ｄデータを検査に使用するこ
とで検査精度をあげる取り組みや、
３Ｄデータを直接取り込める工作機
械（溶接ロボットなど）を活用した
工場の自動化の取り組みが加速化し

ているように思
える。このよう
に、ＢＩＭが工
場生産とマッチングすることが鉄骨
業界にとっての新時代と考える。こ
の新時代に向けてＣＡＤベンダーと
して、ソフト面で貢献していきたい
と考える。
（マーケティング部マネージャー）

　これまでのＢＩＭ活用は、３Ｄの
建物モデルを作成しての干渉チェッ
クや、部品に属性情報を加えて数量
を抽出する、あるいはプログラム開
発による自動化に焦点が当てられて
きた。
　しかし、これらはＢＩＭの可能性
の一部にすぎず、真の価値は建物に
関する全ての情報を透明性と信頼性
をもって共有できるプロセスや環境
の構築にある。よって、単なるデー
タの蓄積や視覚化ではなく、プロジ
ェクト全体の目的を明確にし、それ
に基づく適切な情報の授受や流れを

構造化すること
で、例えばBene
fit Intelligence
 Modelとして新たなＢＩＭへ繋が
り、これまでの知的情報が利益へ最
適化されるデータ基盤のサイクルが
生まれると考える。

（デジタル１部部長）

　ＢＩＭは一般名詞化し認知度は大
幅に向上したが、現場での本格普及
は道半ばという印象が拭えない。主
な要因は、３Ｄモデルが業務の中心
でなく、図面主体で業務が進行して
いる点にある。それは、建設業界の
慣習や業務フロー、人材不足、作業
指示や提出書類での図面の必要性に
起因する。本格普及の前段階に実体
をありのまま表現する３Ｄモデルと
見やすさを重視する図面の融合があ
り、互いの長所を有効活用すること
で効率化につながる。
　今は本格普及への過渡期であり、

３Ｄモデルに固
執しすぎると生
産性は低下す
る。建築確認申請のＢＩＭ対応やＣ
ＤＥ（共通データ環境）普及などに
より取り巻く環境が変化し、徐々に
図面依存の比率が下がれば、その先
にようやくＢＩＭの本格普及が見え
てくる。（ＣＡＤ事業本部ＣＡＤ営
業部部長）

　生産性を向上させるためには、コ
ミュニケーションをいかに手早く取
れるかが鍵であり、ＢＩＭはそれを
支える大きな役割を担う。
　ＢＩＭを用いることで「見えなか
ったところ」が見える化され、建築
工程に携わるあらゆる人々の共通認
識が持て、問題点の把握とよい答え
に早くたどり着けることができる。
　当社はＢＩＭモデルの構築、ＢＩ
Ｍモデルと整合した図面作成、数量
拾い出し、施工工程の確認をワンス
トップで行えるとともに、「いつで
も」「どこでも」「だれでも」ＢＩ

Ｍモデルを確認
できるビューワ
ーにより、ＢＩ
Ｍによるコミュニケーション活用を
後押ししている。
　今後もさまざまな技術と連携する
ことにより、さらに手軽で便利なＢ
ＩＭの活用を推進していく。

（ＢＩＭ商品開発室室長）

　いよいよ、ライフサイクルカーブ
でいう導入期から、成長期に移行し
たと言える。ＢＩＭの導入は、例え
ば設計部・工事部・設備部等、各部
署で導入が進んできた。これは、Ｂ
ＩＭの予算が各部署から支払われる
ため仕方がないともいえる。
　しかし、年からは構造・意匠
・設備・外構の建設工事においてト
ータルで活用しようと部署間の垣根
を取り払う動きが広がってきた。特
に、ワンモデルは設計段階のフロン
トローディングに人員や予算を投入
することで、施工で発生する様々な

問題点を予め解
消することがで
きる。
　デジタルツインがＢＩＭの神髄と
するならば、ワンモデルは竣工され
る建物を予めデジタルの中に構築す
る、正にＢＩＭの新時代と言える。

（代表取締役）


